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　第18回からは，2024年4月にリリースされた最新
のLTS（Long Term Support）であるYocto Project 
5.0（コードネーム：Scarthgap）を紹介しています．
ターゲット・ボードはラズベリー・パイ4モデルB

（以降，ラズベリー・パイ4，写真1）です．（編集部）
　前回はビルド済みのバイナリを組み込む例として，
Ollamaのバイナリ・パッケージを作成しました．そ
の際に，次の課題が残っていました．

・ ollama serveを自動実行させる
・ OS起動時の時刻合わせを自動的に行う
今回は，systemdを使って2つの課題に対応する方

法を紹介します．INIT_MANAGERを使用したinitプ
ロセスの変更や，systemdのサービスの登録の方法を
具体的に説明します．

1 �起動時にOllamaを 
自動で実行させる

● systemdの利用が前提となっている
Ollamaのドキュメント（1）によると，次の手順で

Ollamaを自動で実行できるようになります．
・ ollamaユーザを作成する
・ systemdのユニット・ファイル（/etc/systemd
/system/ollama.service）を作成する
ollamaユーザの作成手順は，リスト1の通りで

す．systemdのユニット・ファイルはリスト2のよう
になっています．ollama.serviceではsystemd
のサービスを定義しています．systemdでは管理対象
をユニットという単位で管理しています．サービスは
バックグラウンドで実行されるデーモン・プログラム
を起動，終了するためのユニットとなります．
　Yocto Projectの環境でこれらのことを実現するた
めには次のことを行う必要があります．
（1）ollamaユーザの作成
（2）systemdの組み込み
（3）ユニット・ファイルの組み込み

●（1）ollamaユーザの作成
Pokyではollamaのようにパッケージにひも付い

たユーザを作成するために，useradd.bbclass
を提供しています．このクラスでは，レシピ・ファイ
ルでリスト3（a）のようにすることでパッケージ・イ
ンストール時に必要なユーザやグループを作成しま
す．
　USERADD_PACKAGESでユーザを作成するパッ
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写真1　最新LTSであるYocto Project 5.0（Scarthgap）でラズパ
イ4向けLinuxを作ってみる
ローカルLLMのフレームワークであるOllamaを例に，ビルド済みのバイ
ナリを組み込む方法を解説する

リスト1（1）　自動実行に必要なもの①…ollamaユーザの作成
Ollamaのドキュメントに記載されているユーザ作成コマンド

$ sudo useradd -r -s /bin/false -U -m -d /usr/ 
share/ollama ollama

$ sudo usermod -a -G ollama $(whoami)

リスト2（1）　自動実行に必要なもの②…systemdのユニット・
ファイル（/etc/systemd/system/ollama.service）

[Unit]
Description=Ollama Service
After=network-online.target

[Service]
ExecStart=/usr/bin/ollama serve
User=ollama
Group=ollama
Restart=always
RestartSec=3
Environment="PATH=$PATH"

[Install]
WantedBy=multi-user.target
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